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自己紹介
気候変動に伴う植物の
分布・生長量・生態系
サービスの変化を
観測・予測

気候変動

①分布変化

②生長量

③生態系サービス

現在

過去

時間



今回の目標

自然環境における気候変動影響に対する
適応の基本的な考え方を身につける



自然環境分野
での気候変動
適応策の
立案手順

１．地元の自然とその意味を知る

２．どの様な変化が起きるのか
（影響評価）

３．どうやって対応するか
（適応策）

４．ネットワークを作って楽しく
長く見ていく



１．地元の自然とその意味を知る



そもそもどんな種・生態系がある？
→ 守るべき対象
→ 大きな武器



どんな生物・生態学的な意味を持っているか？
希少種・固有種 分布北限・南限

機能・役割
個体数急減・急増

NPO法人野生生物調査協会 NPO法人Envision環境保護事務所
Mathapjp(Saito et al. 
2016)により作成
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どんな社会的・経済的価値？

(出典：森林総合研究所)
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関連する部署も確認
 環境 → 〇〇課
 農業 → XX課
 林業 → YY課
 観光業 → ZZ課

関連の団体
 大学・博物館
 自然を守る会
 事業関係者
 NPO
 市民団体

既存の取り組みも
 公園管理（国立公園、県立公園）
 特定植物群落
 ユネスコエコパーク
 ジオパーク
 市民の森 これら情報のリストアップ



２．どの様な変化が起きるのか
（影響評価）
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分布・個体数
= 気温 + 降水量 + 土地利用

+ 地形 + etc.

開花日
= 気温 + etc.



地元の自然の中で
既に変化しているorすぐに変化すると考えられ、
地域社会・自然にとって「重要」な対象
を選んで観測・予測する



どんな変化が起きている？予想される？

既存論文・参考書
気候変動影響評価報告書

主に国内の研究報告を
５年ごとにとりまとめ

(https://www.env.go.jp/press/108790.html)
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1年未満

数年

数十年

生物季節
（開花日など）

草花の分布

樹木の分布
変化時間

変化しやすい場所？
 分布北限・上限
 分布南限・下限

変化しやすい事象？
 フェノロジー
 動物
 草花
 種子を遠く飛ばす

気温



時間的な変化を観測する

①現在〜将来の変化（モニタリング）

(http://www.biodic.go.jp/moni1000/moni1000/)

時間

調査 変化！

②過去〜現在の変化

昔のデータ
（博物館、植物の会）

過去

現在

現
在



将来的な気候変動影響を予想する

現在

将来

アカガシ

(https://adaptation-platform.nies.go.jp/
map/national/index.html)

(環境省. 国立公園等の保護区における気候変動への適応策検討の手引き) (IPCC第5次評価報告書気象庁訳より)

将来気候モデル

仮定：生息環境（ニッチ）は不変
→ 外来種への適用・現在よりも暖かい場所の予測などには注意



様々な仮定や不確実性がある

気候値における不確実性

気候以外の要因

((IPCC第5次評価報告書気象庁訳より)

 どこに想定の限界が
あるのかを把握

 適切に解釈・利用

人為撹乱
土地利用

時間

地形

相互作用北上！



気候変動影響観測・評価
＝ 課題はあるが、貴重な将来を見据えるツール

傾向の把握・どこに注視するか

 不確実性
 モニタリング
 順応的管理

（PDCA）

限界ライン



３．どうやって対応するか
（適応策）



色々なオプションが考えられる
 妄想力・イメージ力
 知識（生物生態、先行事例）

(https://www.beansbee.com/tool/ecological-
thinking-card/)

 逃げ場所を作る
 生息地を守る
 時期をずらす
 安定させる
 代替種の利用
 体制を作る
 普及啓発地域に根差した実現可能性



比較検討する

 重要性: どれくらい生物・社会的に重要？
 緊急性: すぐに対応が必要？
 確信度: どれくらい確実？
 予算
 人員
 住民の要望・理解
 etc.

案１
案２

案３
案４



北海道大雪山の高山植生

保全優先箇所

(環境省. 国立公園等の保護区における気候変動への適応策検討の手引き)

生き残る場所を守る
雪田草原



慶良間諸島のサンゴ

(環境省. 国立公園等の保護区における気候変動への適応策検討の手引き)

生き残る場所を守る

海水温1.5℃上昇時



(https://adaptation-platform.nies.go.jp/conso/index.html)

地域適応コンソーシアム事業



時間

適
正

体
重

もっと食べなきゃ！

ダイエット！

適応策＝手続きの策定？
→ 安心
 何で測るか？
 どこまでが適正？
 超えたら何をする？
 モニタリング



４．ネットワークを作って
楽しく長く見ていく



不確実性と順応的管理
→ 一回こっきりの施策で完了ではなく、

長く付き合うもの

自治体の配置転換（首長の交代）

目的・ゴール 評価手法

スケジュール 引継ぎ



まわりを巻き込んで楽しみつつ持続させていく

他部局

周辺自治体

事業主
博物館

大学

NGO/NPO

市民団体

地域にカスタマイズした適応策こそが必要
担い手の確保、専門家の意見

合意形成、情報共有



輪を広げる障害
「面倒な他の仕事はやりたくない」

相手視点のメリットの提示
定量的な評価に基づく提案
楽しい感覚 ≠ 仕事・義務



あなたは楽しめていますか？



(http://www.biodic.go.jp/biodiversity/about/library/files/tekiou_tebiki.pdf)



(https://ccca.nies.go.jp/ja/contact/index.html)

迷ったら気候変動適応センターへ
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